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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
大村 隆夫

様々な業界に切削加工で貢献
これまで難削材や複雑形状、短納期、急な生産増加など、お客様のお困りごとに真摯に向き
合ってまいりました。今後も「顧客様に必要とされる存在であり続ける」ために信頼関係を大
切にしながら、自動車・航空宇宙・産業機械など幅広い工業分野へ切削加工で貢献していきま
す。年商100億円達成の過程で工場再編を実現し生産体制の最適化と将来を見据えた多面的な
投資を進め、変化する社会や産業のニーズに応え続ける企業を目指します。

～2035年の売上高達成に向け、年率10％程度の成長～
既存設備の更新により体制を整え、今後の受注に向け
新規投資により自動車関連とそれ以外の事業で生産体
制を確立

・工場建屋、生産設備の老朽化
・新規受注に向けた設備投資
・工場再編
・雇用の確保と教育
・DX化

本社 事務所

〇本社所在地：埼玉県東松山市

松山町1－4－24

〇事業概要：自動車関連部品、

航空宇宙産業部品、試作関連品

〇常時使用する従業員：180名

（2025年8月時点）

〇現在の売上高：34億円

（ 2025年8月期）

〇法人番号：6030001070752

〇Web：http://ohmurasei.co.jp/

株式会社大村製作所（製造業）

・セグメント別の生産基盤の構築
・航空宇宙産業部品の新規受注
・試作を通じ、産業装置の受注
・採用活動の充実
・技能伝承、多能工化

・工場建屋、生産設備への投資
・既存顧客様への営業と試作対応
・待遇面、評価制度等の見直し
・熟練者からの技能伝承



売上高100億円に向けたターゲット

ターゲットの概略

１. 1970年以来の防衛産業の実績により、中型（φ200前後）～大型（φ1000前後）、難削材の加工を得意としております。これを基に更なる航空宇宙産業の拡大、加工精度、
管理体制を要求される半導体製造装置、医療用機械装置産業の切削加工に挑戦いたします。現状、余剰面積が少なく、引合いに対して生産能力が下回っている状態であるため、
早急な建屋、機械の投資により生産能力確保、受注に繋げてまいります。

２. 創業以来、自動車のディーゼルエンジン部品の量産生産を得意とし、製品によっては数十年生産をしているものの、生産終了できず、数個/年の受注が先数十年見込まれま
す。従来の様なライン生産では面積効率が悪いため、DX化、自動生産システムにより顧客様のニーズに応えてまいります。
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株式会社大村製作所（製造業）
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